
10月22日（月）～23日（火）
東京都の高校生民泊受入

10月26日（金）
「やさしいパソコン教室」
会場：西城自治振興センター
時間：13：30～15：00
対象：どなたでも参加可能 500円

同日
「男のコーヒー教室」
会場：西城自治振興センター
時間：19：00～21：00

10月28日（日）
マラニック
7：00～9：30

（イザナミ茶屋付近通過時刻）

11月 1日（木）
「教育講演会」 講師：本名正憲氏
会場：ウイル西城2階ウイルホール
時間：15：00～16：40
対象：どなたでも参加可能

西城自治振興区だより
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11月 6日（火）
「救急救命講習会」
会場：西城自治振興センター
時間：13：30～15：30
対象：どなたでも参加可能

11月 8日（木）
「ブックスタート」
会場：しあわせ館
時間：13：30～
対象：4・5ヶ月児

11月 9日（金）
「やさしいパソコン教室」
会場：西城自治振興センター
時間：13：30～15：30
対象：どなたでも参加可能 500円

西城自治振興区連絡協議会からは、8月に市長、市議会議長あての「西城斎場の閉鎖時期延長に関する要望

書」を提出しておりましたが、この度上記の説明会が西城をはじめ、庄原市の各地で実施されました。概要

を報告いたします。

（出席者）

中村西城支所長 國上地域振興室長 田邊市民生活課長 松永市民生活係長

受付：市民生活係（二井谷） 町民約３０名

１ 市より資料を用いて斎場再編についての説明

１）斎場再編整備計画について

２）これまでの経緯

３）斎場再編スケジュールについて

４）新庄原市斎場（和の丘）について（以下施設、施設利用について等説明）

２ 質疑応答

（町民からの主な質問、意見）

・27年の市政懇談会で、「再編時期については、今後検討してまいります。」としながら回答がなかった

がどういうことか。今回いきなりの発表で、町民は戸惑い、市に不信感を持っている。

・炉の老朽化による廃止は致し方ないが、使用できる間は使わせてもらえないか。使用期間の延長について

再考してもらいたい。

・経済的な理由を強調されるが、市民の目線で考えて欲しい。市民に対してあまりにも冷たく、市民憲章の

精神に反する。資料にあるような金額で済むのなら、今後の継続も可能なのではないか。

・市内の人口や、施設利用者の推移の予想等をもとに計画をしたといわれるが、市の計画どおりになるのか

疑問だ。計画にある炉の数なども少ない（足らない）のではないか。

・斎場を建設した当時の地元の状況を理解しているのか。地元の人たちの協力があって出来た施設を、地元

に丁寧な説明もなく廃止するというのは許せない。

・西城の公共施設が一つまた一つと説明もなく無くなり寂しいばかりだ。

・今の斎場を利用できなくなり、他の斎場へ行くことになると、移動などの負担を考慮すると住民サービス

の明らかな低下だが、代替措置をはじめ市として何らかのことを考えているのか。

・急激な変更は認められない。斎場の閉鎖時期延長の要望の出ている西城の地域性を考慮した施策は出来な

いか。どうしても市内全域で廃止時期を揃えないといけないのか。

（市からの主な答弁等）

・住民への説明がしっかりされていない、また今回も時期が遅くなったことは誠に申し訳ない。

・市としては、検討委員会の協議を重ね、庄原市斎場再整備計画にもとづいて進めてきた。

・再編は、他の市町村（三次市、安芸高田市等）と同様に一括して行っていきたい。

・何らかの代替措置については考えていない。

・施設利用者の推計、炉の数などは市で計算したとおりに進めたい。

・次世代への負担軽減、持続可能な取り組みとして進めている。

・西城斎場の跡地利用については、廃止となった後に協議していきたい。

・新しい斎場は市民に利用しやすいものとして設計した。ぜひ利用して欲しい。

・本日の話の内容は持ち帰りしっかりと伝える。要望に対する答えもまだなので行いたい。後日回答をした

い（期日は未定）。

庄原市斎場再編説明会（西城会場）のご報告

9月26日（水）19：00～ 西城自治振興センター

ご案内していました「いざなみック」がついに開催で

す。比和→西城→比和→高野と６６Kmコースを疾走す

る選手たちが、熊野地域にやってきます。神話の里くま

の自治会を中心に、実行委員会はもとより地域皆で盛り

上げて行きましょう。（エイドは大鳥居の近くに設置、

大仙おこわや、お茶などが振る舞われます。）

「いざなみック2018～第2回比婆いざなみ街道マラニック～」開催！！

１０月２８日（日）西城地域…7：00～9：30

※先頭ランナー通過予想時刻7：54

（イザナミ茶屋付近）

先月号でご案内いたしました「救急救命講

習会」の日程が決まりました。備北地区消防

組合の職員さんを講師に迎えて実施します。

どうぞご参加下さい。

日 時 ：11月6日（火）

午後1時30分～

場 所 ：西城自治振興センター

申込先 ：西城自治振興区

申込期限：10月29日（月）

お電話で申し込み

下さい。

参 加 費 ：無料

「救急救命講習会」の実施について男のコーヒー教室

コーヒー屋「洗心館」オーナーの安原

克さんを講師に迎えて、おいしいコー

ヒーの淹れ方を教えていただきます。

たまにはコーヒーを飲みながらホッコ

リしてみてはいかがですか？

日 時 ：10月26日（金）

午後7時～

場 所 ：西城自治振興センター

参加費 ：無料

お問合せ：西城自治振興区

宮本まで！

※定員は8名までです。

題字：竹森 暖さん（小6）

各種お問い合わせ、お申し込みは

電話： 82-2175 まで！

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RU=aHR0cHM6Ly9ibG9ncy55YWhvby5jby5qcC9wcml6ZXAxODAwLzI4MzY4ODUyLmh0bWw-;_ylt=A2RCAw1v4L5bnEEAJgSU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz
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https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1539324677/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9waXh0YS5qcC90YWdzLyVFNiU5NSU5MSVFNiU4MCVBNSVFNiU5NSU5MSVFNSU5MSVCRCVFOCVBOCU5MyVFNyVCNyVCND9zZWFyY2hfdHlwZT0y/RS=^ADBI814.x4W93dHvOlud8tq0EaECJc-;_ylt=A2RCL6GF6b5b31EAqQGU3uV7;_ylu=X3oDMTBiZGdzYWtnBHZ0aWQDanBjMDAz


 
  

ｂｙ宮本 

 西城自治振興区では、今年度の生涯学習事業として、高齢者の見守りや交

流会のコーディネイト等も取り組んでいます。 

 今回、初めて野菜作りなどを通して「農家さん交流勉強会」を開催しまし

た。第１回目は、農家さんが畑仕事をしていて疑問に思っていることや、独

自で工夫していることなど、色々な意見や考えを教え合うことができました。 

 

 

農家さん交流勉強会 ９月１９日（水） 

 こんなことを教わりました！ 

・土作りでは、植える作物によって、 

 肥料や消毒薬の種類を変えたりする。 

・種をまいたら必ずすくもをかける。 

・きゅうりは、柿の芽が出るころ種を 

 蒔く。 

・じゃがいもやかぶには、あまり石灰 

 を混ぜない方が良い。 

 とのことでした。皆さんもぜひ 

     参考にしてみてください！ 

 

次回の開催のお知らせ 

「農家さんの持ち寄り野菜オリジナル料理

教室」は、11月28日（水）開催を予定し

ています！野菜作り初心者の方も、ぜひご参

加ください。   

参加者の皆さんは、「お互いの疑問が、

この場ですぐ聞け、やり方や解決策が分

かって良かったです」と話され、「今度

は、お互いの畑を実際に見ながら勉強会

をしたいね」と、話されていました。 

～地域マネージャー活動報告～ 

このポーズ

で背骨を延

ばすことが

できます。 

第２回 スポーツトレーニング教室  ９月２１日（金） 

 第２回目となるスポーツトレーニング教室では、「肩甲骨、

肋骨、背骨を柔らかく」をテーマに開催しました。 

 講師には、引き続き矢吹祐次先生。矢吹先生は、実際に

トレーニングをその場ですぐに見せてくれます。なので、

とても分かりやすく、一緒にすることで正しいトレーニン

グができます。 

 今回は、肩甲骨などを柔らかく自由に使えるようにする

ことで、走る動作や上半身の操作性を向上させることを目

指して学ぶことができました。 

 次回は、12月２１日（金）18時３０分～２０時 

 西城自治振興センター ２階・大集会室で開催です。 
対 象：小学５年生～大人の方 

持ち物：動きやすい服装・ 

    タオル・水分 

 

お申し込み・お問い合わせは 

西城自治振興区 

☎０８２４－８２－２１７５ 

担 当：宮本 

みなさんは、手が後

ろに届きますか？ 

毎日のトレーニング

を続けることで、肩

甲骨が柔らかくなり

ます！ 

キャット

＆ドッグ

のポーズ 

 西城・美古登小の５年生を対象に、初めて防災教室を開催しました。 

今年は、各地で自然災害もあり、実際に被災された方も多くおられま

す。そんな中、やはり日頃から防災意識を持つことが、まずは大切な

ように思います。今回は、西城町で災害にあって、避難生活をする想

定で防災教室に取組みました。 

竹のお箸作り 
まずは、竹でお箸つくりをしまし

た。普段、ナイフを使ったことの

ない子どもたちが多く、危ないか

ら使わないのではなく、正しい使

い方を覚えれば、便利な道具だと

学びました。そして、西城町には

竹がいっぱいあります。身近な物

で、色々な物を作りだせることも

学べました。 

防災食作り 
次に、防災食作りに取り組みました。

避難生活では、水・電気・ガスなどが

使えなくなることもあります。そこで、

なるべく水を使わないよう、料理を全

てポリ袋で作りました。食器も全部ポ

リ袋をかけ、洗物をしなくてよい工夫

もしました。もちろん、お箸は自分で

作った竹のお箸です！メニューは、ご

飯・みそ汁・ポテトサラダ・ポトフ（同

じ食材で違う味の工夫もしました。） 

体験学習 最後に応急手当の方法や、実際に地震がきて揺れた時の行動などについて学びました。段ボールの外

から揺らして、ドンドンと叩いてる中を通ります。暗くて狭い場所を想定して、頭を守るカメのポーズ、周りを見渡

すウサギのポーズ、物にしっかり掴まるコアラのポーズを覚えました。新聞紙や買い物袋、ネクタイや風呂敷などで

腕や足を固定する方法も学びました。担架作りでは、毛布とシャツで体験しました。今回みんなで協力し、学んだこ

とを忘れないでくださいね!! 

積極的に行動！仲間と協力する！感謝する気持ち！

そんな気持ちが伝わってくる教室になりました。 地域力醸成事業 

～  ～ 9月19日（水） 

 西城まちづくり便の5月号でお伝えした、美古登小学校5年生が育てていたもち

米が収穫されました！ 

 今年はとても暑い日が続き、育成が心配されましたが、無事に稲刈りを行うこと

ができました。児童たちは、ぬかるみに苦戦しながら、慣れない手つきで稲を刈った

り、干したりしていましたが、後半は手際よく作業を進めていました。 

 皆で育てたお米は、どんな味がするのか楽しみですね♪ 

 西城まちづくり学校 with 西城小学校5・6年生との交流会 
9月20日（木） 

アーチでお見送り 

ありがとね♪ 

肩叩きのサプライズ皆

さん気持ちよさそう☆ 

授業の見学。 

参加者の皆さんも真剣

な表情でした。 

児
童
は
「
振
付
を

教
え
る
の
は
難
し

い
」
と
言
い
な
が

ら
も
丁
寧
に
お
し

え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

 西城まちづくり学校の第3回目の講座として、西城小学校5・6年生と交流会を開催しました。 

 当日は、グランドゴルフをしながら交流をする予定でしたが、あいにくの雨となってしまいま

した。しかし、体育館で「エイサー（沖縄の踊り）」を教わったり、素晴らしい歌を聞いたり、

大変有意義な時間を過ごしました。また、授業も見学させてもらい児童たちとの親睦を深めるこ

とができました。 

 参加者からは「踊りは難しかったけど、児童の皆さんんは教えるのが上手でした」「授業の様

子を見る機会がないので、面白かった」といった感想がありました。 

 

ｂｙ寺川 

ｂｙ寺川 

ｂｙ宮本 


